
本校の校内研究について 

江東区立大島南央小学校 

校 長  福田 洋一 

 

Ⅰ はじめに 
本校は、平成１９年４月、二校（旧大島中央小学校 

と旧大島南小学校）が統合して開校した新設校で、今 

年で開校８年目を迎える。平成１９・２０年度には江 

東区教育委員会研究協力校（研究教科：国語）の指定 

を受け、研究発表会を行うなど、積極的に校内研究に 

取り組んできた。 

平成２３年度からは、学力向上とともに、本校の課 

題である体力向上に着目し、体育の研究が始まった 

が、若い教員が多く、｢児童の意欲を高めるには…｣｢技能指導のポイントは…｣｢体育の授業づく

りの基本は…｣等、正に一からのスタートであった。以後、授業研究と実技研修を中心に３年間

体育の研究を進め、おぼろげながら成果が見えてきた。体育を研究教科として取り上げて４年

目となる今年度は、公開研究会（自主研究発表会）を開催し、これまで積み上げてきた実践や

成果を広く外部に発信する予定である。 

   

Ⅱ これまでの研究経過 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《平成２３年度》 
○学習意欲を高める工夫 

・学習計画やめあての提示 

・実物資料の提示、等 

○学習指導の工夫 

・段階に即した指導 

・学習形態の工夫、等 

○学習環境の工夫 

・学習資料の掲示 

・場の工夫、等 

《平成２４年度》 
○学習指導の工夫 

・学習過程やルールの工夫 

・評価方法、等 

○学習環境の工夫 

・場の設定 

・学習資料の工夫、等 

○その他 

・チーム編制の工夫 

・運動量の確保、等 

《平成２５年度》 
○学習指導の工夫 

・２年間を見通した学習過程 

・かかわり合いの活性化、等 

○学習環境の工夫 

・場の設定 

・教具の工夫、等 

○その他 

・チーム編制の工夫 

・体力スタンダードの定着、等 

 

 

 

 
 

 

 

５年・研究授業（２３年度） 
３年・言葉かけ例（２４年度） 

実技研修会（２５年度） 

４年・研究授業（２４年度） 

５年・研究授業（２５年度） 

１年・研究授業（２５年度） 

） 

（２５年度） 



Ⅲ 今年度の校内研究 
１ グランドデザイン 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学びつづける子 

○みとめ合う子 

○たくましい子 

本校の教育目標 ◇教育基本法 

◇学校教育法 

◇ 同法 施行令・施行規則 

◇学習指導要領、等 

◆社会の要請 

◆都・区教育委員会の教育目標 

◆児童の実態 

◆教師の願い 

◆保護者・地域の願い、等 

 

 心と体を一体としてとらえ、適切な運動の経
験と健康・安全についての理解を通して、生涯
にわたって運動に親しむ資質や能力の基礎を育
てるとともに健康の保持増進と体力の向上を図
り、楽しく明るい生活を営む態度を育てる。 

〔学習指導要領より〕 

体育科の目標 

【研究主題】『たくましい子を育てる』 
 ～児童相互のかかわりを重視した体育指導～ 

◎公開研究会：平成２７年２月５日（木）◎ 

《運動・体力における児童の実態》 

・体力については向上傾向にあるが、筋力・

投力は、十分とは言えない。 

・運動に積極的な児童が多い反面、取り組む

運動に偏りがあったり、学年差が大きかった

りする傾向が見られる。 

 

児童相互がかかわり合い、認め合う場面を意図的に設定し、児童の実態に応じた学習環

境を工夫すれば、学習意欲が高まり、めあてに向かってねばり強く取り組むたくましい子

が育つであろう。 

 

 

 

研究仮説 

「たくましい子」とは… 

児童が相互に励まし合い、高め合いながらめ

あてをもって運動に取り組み、多様な動きを身

に付けたり、ねばり強く挑戦したりする子 

研究を通して育てたい児童像 

〔低学年〕友達と仲良く運動する子 

〔中学年〕友達と協力して運動する子 

〔高学年〕友達と学び合って運動する子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究の内容 

教材の工夫 

 

【授業研究】 

・授業研究は全学級公開とし、

実践を通して仮説を検証すると

ともに、協議会を充実させ、授

業改善を図る。 

【実技研修】 

・講師を招いての実技研修の他、

教員相互の学び合いによる「ミニ

研修会」を定期的に実施し、指導

力の向上を目指す。 

 

◆体育的な活動を計画的

に実施するとともに、用

具や環境を整備し、児童

が日常的に運動に親し

めるようにする。 

・体育朝会（月１回） 

・長縄チャレンジ 

・縄跳び月間 

・持久走月間、他 

 

研究の方法 

江東区体力スタン

ダードの定着に向

けた取組と各学年

の到達目標の設定 

言葉かけの工夫 学習過程の工夫 

グループ編制の工夫 
学習資料の工夫 

教具・場の工夫 

日常的な取組 



２ 研究計画 

月 会議等 内容・講師等 

４ 第１回研究全体会 ○研究の概要 ○研究主題・内容・組織等の確認 ○今後の予定、他 

５ 
第２回研究全体会 ○講演会「できる・かかわる・わかるを大切にした体育授業の実現」 

実技研修会① ○体力テスト事前研修（正しい測定方法・技能ポイントの確認等） 

６ 第３回研究全体会 ○研究授業①（６年）…ボール運動（ネット型） 

７ 第４回研究全体会 ○研究授業②（３年）…ゲーム（ゴール型） 

８ 第５回研究全体会 ○公開研究会に向けて（係分担・事前準備・当日の時程等） 

９ 実技研修会② ○器械運動の指導法について 

１０ 第６回研究全体会 ○研究授業③（５年）…器械運動（マット運動） 

１１ 第７回研究全体会 ○授業研究④（１年）…体つくり運動 

１２ 実技研修③ ○内容・講師未定 

１ 研究作業日 ○公開研究会に向けて（プレゼン・発表原稿の確認等） 

２ 

第８回研究全体会 

（公開研究会） 

○研究授業⑤（２年）…ゲーム（ボールゲーム） 

○研究授業⑥（４年）…ゲーム（ゴール型） 

○研究発表及び講演会 

第９回研究全体会 ○今年度のまとめと次年度の方向性 ○研究集録について、他 

３ 第１０回研究全体会 ○次年度の研究について、他 

 ※講師は、大学教授・元校長・区教育委員会指導主事等。 

３ 授業実践 

 （１）第１回研究授業：平成２６年６月２６日（木）実施 

  ◆学年・単元名    

６年・「ソフトバレーボール」（ボール運動） 

  ◆単元の目標     

〈技能〉簡易化されたゲームで、チームの連係による攻撃 

や守備によって、攻防することができる。 

  〈態度〉運動に進んで取り組み、ルールを守り助け合ったり、場や用具の安全に気を配った

りして練習やゲームができる。 

  〈思考・判断〉ルールを工夫したり、自分のチームの特徴に応じた作戦を立てたりすること

ができる。 

  ◆研究主題に迫るための手立て（抜粋） 

                ・技能及び体格を考慮し、力が均等になるようチーム編制を

行った。 

                ・学習カードに、技能ポイントについての具体的な言葉かけ

を例示し、児童相互のかかわりを意識させた。 

                ・一単位時間の中に｢スキルアップタイム｣を設け、基本的な

ボール操作の技能を高められるようにした。 

 （２）第２回研究授業：平成２６年７月１６日（水）実施 

  ◆学年・単元名    

３年・「ポートボール」（ゲーム） 

  ◆単元の目標     

〈技能〉パスやシュートをしたり、パスがもらえるように 

空いている場所に動いたりしてゲームをすること 

ができる。 

  〈態度〉進んで運動に取り組み、規則を守り仲良く運動したり、勝敗を素直に受け入れたり、

場や用具の安全に気を付けたりすることができる。 

  〈思考・判断〉規則を工夫したり、簡単な作戦を立てたりすることができる。 

  ◆研究主題に迫るための手立て（抜粋） 

   ・得点の機会が増えるよう、ゴールエリアを２カ所設定した。 

 

 

 



   ・運動量を確保するためにチームの人数を３名とした。 

   ・児童から出されたアドバイスや励ましの言葉を取り上げ、言葉かけ例として掲示した。 

   ・練習方法や個人のめあてを例示し、チームの作戦に応じて選択できるようにした。 

  

Ⅳ 実技研修会・日常の取組等 

 １ 実技研修会 

 （１）平成２３年度 

   ○陸上運動の指導（講師：元区内小学校長 飛田喜久夫先生） 

 （２）平成２４年度 

   ○跳び箱運動の指導（講師：元区内小学校長 飛田喜久夫先生） 

 （３）平成２５年度 

   ○陸上運動の指導（講師：国士舘大学教授 細越淳二先生） 

○ボール運動の指導（講師：ＦＣ東京担当者） 

 （４）平成２６年度 

   ○器械運動の指導（講師：国士舘大学教授 細越淳二先生） 

  ※上記の他、体育主任が中心となって、集団行動・水泳・体つくり運動・江東区体力スタン

ダード・体力テスト等についての実技研修を行った。 

２ 日常の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 ３ その他の取組 

   江東区がホームであるＦＣ東京の選手が、直接児童にサッカーを指導したり、元オリンピ

ック体操選手と交流したりするなど、外部との積極的な連携を通して、たくましい子の育成

に努めている。併せて、今年度は「オリンピック教育推進校」（東京都教育委員会）として、

体力・運動能力の向上のみならず、オリンピックの意義や歴史等についての理解を深め、児

童のスポーツに対する関心・意欲をさらに高めることができるよう、取組を進めていきたい。 

 

Ⅴ おわりに 

  体育を研究教科と定め、｢たくましい子｣の育成を目指し、研究を進めてきた。過去３年間の

取組を通して、体力の向上は言うに及ばず、めあての達成に向けて粘り強く運動したり、互い

に認め合い、励まし合って学習を進めたりする児童の姿がより多くの学年で見られ、学級経営

や児童相互の人間関係にもよい影響を与えたことは大きな成果である。 

  教員一人一人の成長も見逃せない。児童を常に中心に据えた授業づくりはもちろんのこと、

協働性を十分に発揮し、主体的に研究に取り組んだことが、児童のよき変容につながったこと

は言うまでもない。教員相互も学び合い、授業力の向上が図られたこともうれしい成果である。

しかし、本校の研究は、まだ研究の途上にある。今後もさらに研究を深め、児童の健やかな成

長と教員の資質向上に努めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

縄跳び月間 

教具の工夫 

掲示物の工夫 
持久走月間 

教具の工夫 


